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免責事項
• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保します。また、

記載された内容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これらは
予告なく行われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/配布
されるようお願いいたします。二次利用される場合、弊社はその成果物に対し
て責任を負いません。
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目的
本資料で自習もしくはハンズオントレーニングを受講すると、以下
が可能となります。
• System Recovery でのシステムリカバリ作業ができるようにな

ります。
• 作業時に必要な各種設定項目がわかります。
• 上記により、お客様への製品販売時の作業が実施可能となり ま

す。
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SR18
リカバリディスクの作成について
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リカバリディスクの作成について
ハンズオン環境の場合は、事前に講師から指
示された仮想マシン上で以降の作業を実施し
ます。
以下を確認して作業を進めてください。
・仮想マシン名
・アカウント
・パスワード

※)
SRをインストールした仮想マシン、もしくはSRがインストール済
の仮想マシンでの作業となります。

自習の場合は、以降の記述内容を適宜自習環
境の情報と読み替えて作業を実施してくださ
い。
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リカバリディスクの作成について
• System Recovery 18では、簡単なウィザードを利用して、

System Recovery Disk（略称 SRD）を作成する必要があります
• コンソール上部のメニューより「タスク」を選択します



• 「新しいリカバリディスクの作成」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について



• System Recovery Diskの作成ウィザードが
開始されます。「次へ」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について



• リカバリを行う対象のコンピューター上でウィザードを
実行している場合には作成オプションにて「標準」を
選択し、「次へ」をクリックします。今回は「標準」です。
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リカバリディスクの作成について



• 作成オプションにて「詳細」を選択する場合、任意の
コンピューター向けの起動メディアの作成が可能です。

• 詳細を選択する場合には、予めMicrosoft社が提供する
ADKをインストールしておく必要が有ります。
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＜参考＞作成オプションの「詳細」について

今回のハンズオン環境では、ADKはインストール済



• メディアラベル、および作成する形式（USBデバイス/ISOファ
イル）を指定し「次へ」をクリックします。
※ ここでは、ISOファイルを作成しています。
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リカバリディスクの作成について

今回のハンズオンでは、ISOの作成を選択します。
保存先のフォルダは変更しません。



• 利用するライセンスキーを登録するか、ライセンスキー
を要求するかを選択し、「次へ」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について

これはSRDで起動した際のオフライン
バックアップで利用するライセンスキーの設定です。

実際のオフラインバックアップの作業時点で
入力することも可能です。

今回のハンズオンでは、
「Backup My Computer 機能の使用に必要な

ライセンスキーを要求する」
を選択します



• ドライバの不足がないかと確認し、不足している場合は
「追加」をクリックしてドライバを追加します。
完了後、「次へ」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について

今回のハンズオンでは、そのまま「次へ」
を選択します。

実際のリカバリ作業時点で、USBメモリなどを
利用してドライバを追加することも可能です。



• タイムゾーン、言語、およびキーボードレイアウトを
日本に設定し、「次へ」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について



• ネットワークサービスの開始有無および
利用するIPアドレス等の設定を行います。
設定完了後、「次へ」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について

今回のハンズオンでは、
「ネットワークサービスを自動的に開始」
だけチェックします。
他は変更せずに「次へ」を選択します。



• LightsOut Restore機能の利用有無を設定します。
設定完了後、「次へ」をクリックします。
※) この機能は通常利用しません
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リカバリディスクの作成について

今回のハンズオンでは、変更せずに
そのまま「次へ」を選択します



• 作成内容の概略が表示されます。
確認後、「完了」をクリックします。

17

リカバリディスクの作成について



• 起動メディアの作成が開始されます。
処理が完了したら、「閉じる」をクリックします。
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リカバリディスクの作成について



• 作成したisoファイルは、ディフォルトで
Administratorのドキュメントフォルダ
に保管されています。

• 作成した起動メディアはその後のカスタマイズにも利用可能です。

※以上でリカバリディスクの作成は完了です。
実際の利用時は、必要に応じてライティングソフトなどで
DVDメディアに焼いてください。
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リカバリディスクの作成について
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＜参考＞標準と詳細の違いについて #1
標準 詳細

SRDのベースとなるOS SRDを作成する
コンピューターと同じ

ADKのバージョンにより
任意に作成可能

リカバリ可能なOS 作成したOS以前まで対応可能 SR18がサポートする全ての
OSに対応可能

SRDの言語 SRDを作成する
コンピューターと同じ

SR18がサポートする各種言語

SRDの作成に必要なディスク容量 500MB程度 SRDの作成に必要な500MBに加え
ADKのインストールに3.5～5GB程度
必要

PowerShell や iSCSI のサポート 無し 有り

SRDの作成にかかる時間 10分程度 20～30分程度
＋初回のADKのインストール時間

カスタマイズ可否 可能 可能
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＜参考＞標準と詳細の違いについて #2
• SRDを「標準」で作成する場合、Windows ADKは不要です。

「標準」を利用する場合、SR18がサポートする
最新のOS上でSRDを作成することをお勧めします。

例えば、Windows 10やWindows Server 2016
上でSRDを作成する事で、SR18がサポートする
全てのOSに対応するSRDを作成する事が可能です。

• 「詳細」を利用する場合、Windows ADK for Windows 10 が
必要ですが、作成に利用するOSを問わずSR18が
サポートする全てのOSに対応するSRDを作成する事が可能であり、また、
標準に比べ、言語や32bit/64bitなどを自由に選択する事が
可能です。
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＜参考＞標準と詳細の違いについて #3

SRDを作成する
コンピューターの

OS

リカバリ可能なOS

Windows 
2008 SP2

Windows 
7/2008 R2

Windows 
8/2012

Windows 
8.1/2012 R2

Windows 
10/2016

Windows 
10/2016

(Recommended)
    

Windows 
8.1/2012 R2     ×

Windows 
8/2012    × ×

Windows 
7/2008 R2   × × ×

「標準」でSRDを作成する場合のリカバリ可能なOS一覧表

Windows 10 /2016 /Updateを利用するコンピューター上で
作成したSRDであれば全てのOSに対応可能です。
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＜参考＞標準と詳細の違いについて #4

リカバリ可能なOSおよび作成に利用するWindows ADKのバージョン

SRDを作成する
コンピューターのOS

Version of ADK 
used

OS to be recovered

Windows 
2008 SP2

Windows 
7/2008 R2

Windows 
8/2012

Windows 
8.1/2012 R2

Windows 
10/ 2016

Windows 2008 SP2 
Windows 7/2008 R2
Windows 8 / 2012
Windows 8.1 / 2012 R2 
Windows 10 / 2016

ADK 10 
(Recommended)     

ADK 8.1 Update     ×

ADK 8.0    × ×

「詳細」でSRDを作成する場合のリカバリ可能なOS一覧表

作成に利用するコンピューターのOSを問わずWindows ADK 10を利用する
事で全てのOSに対応するSRDの作成が可能です。
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SR18
システム全体のリストア
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システム全体のリストア
• 最初に、BIOS等の設定にて

リカバリ対象のコンピューターの
起動デバイスをCD-ROMに
設定します。

※起動メディア(SRD)をUSBデバイス
上に作成している場合には
Removable Devicesに設定します。

• 設定後、SRDをDVDドライブにセッ
トします。もしくは、SRDを作成し
たUSBデバイスをコンピューターに
接続します。

•その後、コンピューターを再起動し
ます。

今回のハンズオン環境では調整不要です。
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ー ハンズオン実習の場合 ー

ここで、
・先ほど作成したISOファイルのノートPCへのコピー
・リカバリ用仮想マシンの起動
を行います。

講師の指示に従い、作業を進めてください。
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システム全体のリストア
• SRDで起動したリカバリ対象マシン上に、
Windows の起動画面が表示されますので、
しばらくそのまま待ちます。

• 選択が必要な場合は、言語選択の画面が
表示されます。適切な言語を選択します。
※日本語版の起動メディアでは

言語選択は表示されません。
※標準ではUSキーボードです。
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システム全体のリストア
•画面が変化しますが、まだしばらく待
ちます。
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システム全体のリストア
• 「エンドユーザー使用許諾書」画面が

表示されます。
「同意する」ボタンをクリックします。
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【NASにバックアップしていた場合】
• 必要な場合、IPアドレスの割り当てを手動で
行います。
• 起動してきたSRDのGUIから

「ネットワーク」
→「ネットワーク接続を設定」を
クリックします。
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【NASにバックアップしていた場合】
• 「ネットワーク設定」が表示されるので
リカバリ対象マシンのIPアドレス等のネット
ワーク情報を入力します。
• 入力後、「OK」をクリックします。

今回のハンズオンでは以下の設定をしてください。
IPアドレス：192.168.5.100
サブネットマスク：255.255.255.0
GW:192.168.0.2
DNS:無し
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システム全体のリストア
• ホームタブ画面上部にある

「コンピュータを修復」をクリックします。

• 「コンピュータの修復
ウィザードへようこそ」

と表示され、ウィザードが実行されます。
「次へ」ボタンをクリックしてます。
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システム全体のリストア
• 「自動的に検出された

リカバリポイントが見つからない」
旨のメッセージが表示された場合には
「OK」ボタンを押します。

• 「リカバリポイントを表示」に部分で
「システム」を選びます。

• 「参照」ボタンよりバックアップ先の
フォルダに格納されている
拡張子が「.sv2i」であるシステムファイ
ルを選択します。

NASにリカバリポイントを保存した場合は、次
頁以降を参照してリカバリポイントを選択して
ください。

今回のハンズオン環境では、次頁を参照
してネットワークドライブを設定し、

NAS上のリカバリポイントを選択します。
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【NASにバックアップしていた場合】
• 画面右側の

「ネットワークドライブのマップ」の
リンクをクリックします。

表示されたウィンドウにファイルサーバ
のアドレスと共有名を入力します。

次に、「異なるユーザー名で
接続します」のリンクをクリックし
接続に利用するアカウント情報を
入力し、「OK」ボタンをクリック
します。

今回のハンズオン環境では以下になります。
\\filesvr\v2i

＜今回のハンズオン環境での情報＞
bkadmin、Password#



35

【NASにバックアップしていた場合】
• ネットワークドライブの割り当て

成功のメッセージが表示されるので、
「OK」ボタンをクリックして閉じます。

• 「参照」ボタンよりマウントした
ネットワークドライブを開き、 バックアッ

プ先のフォルダに 格納されている拡張子が
「.sv2i」のシステムファイルを選択します。
注)「リカバリポイントを表示」の選択は、
「システム」にします。
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システム全体のリストア
• 「修復に使用する

リカバリポイントの選択」
画面に選択した指定した拡張子sv2iの
システムファイルが表示されます。

•「次へ」をクリックします。
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システム全体のリストア
• 「ディスクパーティション

構造の初期化」
が表示された場合は、MBRまたはGPTのい
ずれか適切なレイアウトの種類を選択して
ください。
「MBR」
BIOSベースのコンピュータのバックアップ
の場合に選択。
「GPT」
UEFIベースのコンピュータのバックアップ
の場合に選択

•今すぐ署名を書き込むか表示されるので、
「はい」をクリックします。
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システム全体のリストア
• ディスクパーティションが初期化され署
名が書き込まれますので、完了するまで待
ちます。

•完了したら「閉じる」をクリックしてくだ
さい。
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システム全体のリストア

• 「修復するドライブ」画面が表示されます。
修復先が正しい事を確認します。
修復先の変更が必要な場合には、
「編集」ボタンより行います。

• 異なるH/W構成のコンピューターに
修復を行うには、
「Restore Anywareを使用して・・・」
にチェックを入れます。

• 設定後、「次へ」ボタン をクリックします。

注)設定内容の編集時、「修復するドライブの選
択」の表示などがおかしくなったら、一旦修復ウィ
ザードをキャンセルして、再度やり直してください。

今回のハンズオン環境では、時間短縮の
ため、「復元中のリカバリポイント破損
の無視」が選択されている状態で進めま
す。
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＜参考＞「編集」ボタンについて

リカバリを行うボリュームが
ブートボリュームの場合にチェックを入れます

リカバリを行うボリュームのリカバリを行うボリュームの
マスターブートレコードの復元が
必要な場合にチェックを入れます

リカバリ先のパーティションが
フォーマットされておらず

「未割り当て」の状態である場合、
ボリュームサイズの増減が可能です。
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＜参考＞リカバリ時の設定について
• 「ドライブをアクティブに設定」、「マスターブートレコードの復元」、

「ディスク署名の復元」は、以下のように設定します。
【システム予約済みパーティションが存在する場合】

【システム予約済みパーティションが存在しない場合】

システム予約済み C ドライブ データドライブ

ドライブをアクティブに設定 ○ 未設定 未設定

元のディスク署名の復元 ○ ○ ○

マスターブートレコード
の復元 ○ 未設定 未設定

C ドライブ データドライブ

ドライブをアクティブに設定 ○ 未設定

元のディスク署名の復元 ○ ○

マスターブートレコード
の復元 ○ 未設定
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システム全体のリストア
• 「コンピュータの修復ウィザードの完了」

画面が表示されます。
• リカバリ後、自動的に再起動を行うには

「終了後に再起動」にチェックを入れます。

• 設定した内容を確認後
「終了」ボタンをクリックします。

• リカバリ先に既にデータが存在する場合
リカバリによって修復先の
パーティション上のデータが上書きされる
旨の警告メッセージが表示されます。
「はい」ボタンをクリックします。

今回のハンズオン環境では、このチェックを入れ
てください。
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システム全体のリストア
• コンピュータの修復が実行されます。

• リカバリが完了すると、
修復の完了と表示されます。

• 「閉じる」ボタンをクリックします。

※「自動的に再起動」にチェックを
入れていた場合は、リカバリ完了後に
自動的に再起動されます。

※リカバリ完了後、GUI右下の「終了」
をクリックすることで再起動します。
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システム全体のリストア
• リカバリ完了後、コピューターが

通常通り起動します。

• ログインします。



45 45

• ログイン後、シャットダウンイベントの
追跡画面が表示されます。
これは、OSが起動している状態で
取得したバックアップデータを用いて
リカバリを行ったことから
リカバリ完了後のOS起動時に
本来対となるシャットダウンの記録がなく
不正なシャットダウンが発生したと
認識されるためです。

• コメント欄等に入力の上、
「OK」ボタンをクリックします。

システム全体のリストア
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• 正常にリカバリが行われたか
を確認します。

※以上で、システム全体のリストアは
完了です。

システム全体のリストア



ありがとうございました
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